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「安心して毎日が過ごせる学校」♐「保護者や地域から信頼され、積極的な連携が図れる学校」♐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕暮れの美しい時間帯に退勤時間が重なる時、高

い視線を得られるバスの最後部座席に座ります。車

窓東側には、庚申塚公園の貯水池に秋の七草である

尾花（＝ススキ）が群生し、夕陽を受けて白銀色の

穂（綿毛）が秋風に揺れる美しい景色を望むことがで

きます。『万葉集』に「人皆は、萩を秋と言ふよし、

我れは、尾花が末を秋とは言はむ」と詠まれているこ

とにも肯（うなず）けます。 

 紅葉狩の季節も盛りを過ぎようとしています。見渡

す限りの全山が一色に燃える欧州の黄葉、紅葉の見事

さもさることながら、赤、紅、黄。褐色、緑、それぞ

れが濃淡様々に混然として 

錦秋を織りなす日本の紅葉の味わいはまた格別です。 

『万葉集』で詠われる「美（うま）し国そ あきづし

ま 大和の国は」はこの景色かと。  

 

さて、11 月 7 日（月）の全校朝礼では、「私にでき

る気候変動対策」（朝日新聞 11 月 6 日付）の記事に触

れ、「自分ごと」と「他人事(ひとごと)」について次の

ような話をしました。 

 

 

 

 

 

令和５年１２月２０日発行 

学校目標 
[自主]個性を生かし 自ら学び続ける人間 

[敬愛]自他を尊重し 思いやりのある人間 

[克己]困難に打ち克つ 心身ともにたくましい人間 

 

 
 

12 月 16 日(土)は神奈川県各地で夏日となり、12 月中旬に関東で夏日となるのは観測史上初だと
メディアが伝えていました。年の瀬まで、地球温暖化を考えさせられる一年でした。一方で、放課
後に西の空が日々茜色に染まる美しさや、校舎脇の南天が赤く実る様子には冬の訪れを感じます。 
「かなりやがよく唄ひけり朝の日が南天の実にかがやきにけり」（佐佐木幸綱） 
 
さて、11月中旬のあるテレビ番組では「反戦と Z世代 ガザ侵攻に抗議の声を上げ始めた若者」

というテーマで Z世代の行動を取り上げていました。Z世代とは主に、1990 年代半ばから 2010 年序
盤生まれの年齢層の若者を指します。中学生の皆さんも含まれるということでしょう。 
今回は、この番組内容の紹介を主にします。前回までの学校だよりにつながる話です。考える手

掛かりにしてほしいと思います。番組内容は、パレスチナ（ガザ地区）の惨状を知った若者たちが
世界で反戦の声を上げ始めているというものです。 
【11月６日、自由の女神像の周りで反戦を訴える若者たちの姿です。】 
ユダヤ系の若者も抗議の声を上げ始めるなど、アメリカの若者たちの間で、“変化”が見え始めて

いることを伝えています。アメリカＣＮＮ等の調査では、イスラエルの軍事的対応について、65歳
以上の 81％が「完全に正当性がある」と答えたのに対し、18歳から 34歳では 27％にとどまってい
ます。 
この層に多く重なるのが、「Ｚ世代」です。生まれた時にはすでにインターネットが普及し、スマ

ートフォンやＳＮＳを駆使する彼らの間に、反戦の動きが広がっていると伝えています。 
【11月 10日、東京でガザでの即時停戦を求めるデモに、多くの若者たちの姿があり声を上げています。】 
「これだけジェノサイドが起こっている中で黙っていることはできない。デモの情報とＳＮＳで

シェアされているので、それは大きい」「ＳＮＳを見てて、もう見逃せないな。無視する方が難しい」 
ＳＮＳ等で現地の情報に触れ、反戦の声を上げる若者たちが、日本でも徐々に広がりを見せてい

ます。 
京都の学生団体はＳＮＳを通じて、ガザ市民の悲痛な声を直接聞き、日本語に訳して紹介し、次

のように話しています。 
「“世界と自分がつながっている”という意識は若い世代の中には強くあるんじゃないかなと。鮮

明な写真とか映像が、ＳＮＳ上で出回るようになって、“戦争になったらどうする？”という会話が
フィクションではなくなっている。知ったからには何かしないといけないんじゃないかって」 
ＳＮＳで世界とつながり、その状況を“知る”ことで、いま起きている悲劇は、他人事ではなく

自分事になっているとも言っています。 
番組は、若者の行動や発言を映像で紹介し、コメンテーターの一人が次ように解説していました。 
「自分たちの地球の将来を大きく変えるような出来事を知ってしまった以上は、もう行動するし

かないというふうに素直に思える。つまり大人の事情に忖度（そんたく）しないで、行動できると
いう流れがとても良いです。ただ、もう少し根本に戻って考えてみると、今パレスチナで起きてい
ることは人権侵害です。つまり安心して人間らしく生を全うするということが、邪魔されている、
奪われているわけです。そういう不正義を許さないということを、英語ではインテグリティ
（Integrity）といいます。高潔さとか誠実さ、一人の人間として許せないということを本当に行動
に表すということが出てきたことは大変心強く思いました。」（毎日新聞編集委員の元村有希子さん）
以上、紹介です。 
最後になりましたが、保護者・地域の皆様には今年一年本校の教育活動に御理解と御協力をいた

だき大変にありがとうございました。皆様の御支援に心から感謝申し上げます。来年も引き続きど
うぞよろしくお願いいたします。 

「Z世代として考え行動するために」 

 
 

校長 福田 秀樹 



台中生頑張っています！    （生徒名敬称略） 

♦全国納税貯蓄組合「税の作文」 

まちだ納税貯蓄組合連合会優秀賞 

佐々木 悠吾 

♦町田市薬物乱用防止ポスター部門 

  佳作     原 千遥  鷲津 一花 

 

1１月２９日（水）に第２学年鎌倉校外学習を行

いました。事前学習として各班古都・鎌倉を巡るモ

デルコースについてのプレゼンテーションをクラ

ス内で行いました。 

 この事前学習をとおして、自分たちの当日のルート

を検討し、実際に足を運ぶことで様々な資料やホーム

ページでは分からない周囲の匂いや長い登り坂など

現場に行くことで新しく感じたこともたくさんあっ

たことでしょう。 

今回の校外学習の取組を成功させたことで、次年度

の修学旅行では更に深い学びを目指して、日々の生活

を充実したものにしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

昔からお雛様は子供をけがや病気から守り、将来幸

せな家庭を築けるようにという祈りを込めて飾られ

ているものです。本校でも生徒の健やかな成長を願い、

1 月中旬からお雛様を校内に飾りたいと考えていま

す。 

つきましては、押入れの奥などに収納し、何年も部

屋で飾られていないお雛様がいましたらお譲りいた

だければありがたいで 

す。お譲りいただける 

御家庭がありましたら、 

副校長までお知らせく 

ださい。 

よろしくお願いいた 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦全国中学校人権作文コンテスト 

  町田市優秀賞 

  多摩西人権擁護委員協議会長賞 齋藤 花 

日 曜日 内   容 備考 

1 月 元旦  

2 火   

3 水   

4 木   

5 金   

6 土   

7 日 冬季休業終  

8 月 成人の日  

9 火 始業式 安全指導 SC 

10 水    

11 木 一斉委員会 B 時程

SC 

12 金 中央委員会 避難訓練   

13 土   

14 日   

15 月 生徒会朝礼  

16 火  SC 

17 水 職員会議 PTA 代表委員会  

18 木  SC 

19 金   

20 土   

21 日   

22 月 全校朝礼  

23 火  SC 

24 水 ⑤カット 給食なし B 時程 

25 木  SC 

26 金 都立推薦入試  

27 土 都立推薦入試  

28 日   

29 月   

30 火 職員会議  

31 水   

 SC:スクールカウンセラー 

1 月のおもな予定 

♦社会を明るくする運動作文コンテスト 

町田市推進委員会 優秀賞   中村 祐葵 

♦ぴおシティ書道コンクール展 

  神奈川新聞社賞        中江 悠 

 


